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学位論文題 目  Evaluation of Pressure－SuppOrt Ventilation with  

Seven Different Ventilators Using Active Servo  
Lung 5000  
（Active Servo Lung5000を用いて行なった、異なる  

7機種の人工呼吸器に於ける陽圧補助換気能力の検討）  

論文審査委員  教授 森田 潔 教授 成瀬恵治 准教授 光延文ぬ  

学 位 論 文 内 容 の 要 旨  

陽圧補助換気げSⅥ下での各種急性期人工呼吸器間の性能差を、5社7機種の人工呼  

吸器に対して検討した。AニtiveServoI皿喝5000を用いて成人自発呼吸患者を作成  

し、TD（吸気開始した点から最低吸気圧に達するまでの時間）、？Paw（最低吸気圧  

になった時点の吸気圧）、Ⅶrig（吸気開始からTDに至るまでの患者吸気仕事  

量）、Ⅶ（患者吸気仕事量）を測定し吸気時に於ける呼吸器の比較を行なった。   

TD、？Paw、WnrigはP部40が最も良好な結果を示し、吸気初期に於ける人工  

呼吸器の反応性が優秀であることを表した。   

Ⅵ鴨iはEvita4、Evita礼が他の5機種より有意に低く、患者の吸気時に最も良  

好に陽圧補助を行ない得ていることを示唆した。   

Ⅶrigはrrir、ⅦはJ（／I）単位であり、吸気時の患者への影響はⅦの結果  

が最も反映されると思われ、今回の結果では伽itaシリーズが最も良好なPSVを提  

供していると考えられた。  

論 文 審 査 結 果 の 要 旨  

本研究は、臨床の現場に供給されている各種人工呼吸器の性能比較を模擬患者呼吸   

システム仏ctiveServOLung5000）を用いて、最もよく使用される呼吸モードである   

陽圧補助換気（PSⅥPressureSupportVbntilation）において調べたものである。  

人工呼吸からの離脱には、PSVモードを用いることが最も患者にとって負担が少な  

く、しかも早期に人工呼吸からの離脱が可能である。しかし、そのPSVモードを使   

用するにおいては、市場に出されている人工呼吸器の個々の性能によってさらに患者   

の負担、離脱のスピード等に差が出てくる事実があった。モデル肺を用いて、患者吸  

気トリガーから人工呼吸開始までの時間、患者吸気時の陰圧力、人工呼吸中の仕事量  

を各種人工呼吸器において、それぞれ測定することで客観的に性能比較を算出した研  

究である。  

各種人工呼吸器の性能比を調べることにより人工呼吸器離脱時の問題点をあらわ  

し、患者個々の人口呼吸器選別に、新たに重要な知見を与える研究である。  

よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   




